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1. 定数変化法を用いて y′′ + y = 1
cos x

の解を１つ求めよ．

2. ２階の微分方程式 (p(x)u′)′ + q(x)u = f(x) を定数変化法で求めたい（講義の説明から若干の修
正が必要）．u1, u2 を (p(x)u′)′ + q(x)u = 0 の基本解系とする．

(1) u = U1u1 + U2u2 が (p(x)u′)′ + q(x)u = f(x) の解であるとき U ′
1, U

′
2 の条件式を２つ導け．

(2) U ′
1, U

′
2 を求め，そこから U1, U2 を求めよ．

3. 授業で扱ったものと微分作用素 L が異なる境界値問題
(p(x)u′)′ + q(x)u = f(x)
cosα · u(a)− sinα · p(a)u′(a) = 0
cos β · u(b)− sin β · p(b)u′(b) = 0

ここで p, q は [a, b] 上の C1 級関数で [a, b] 上 p > 0 であるとする．

(1) この境界値問題が任意の f に対してただ１つの解をもつための必要十分条件を講義資料か
ら抜き出し書きなさい．

(2) (1)の条件の下で，Green関数はどのように構成されますか？講義で述べた要点をもう一度
書きなさい．ただし，最初に作る初期値問題の解の初期条件を若干修正する必要があるの
で注意 (φ′(a) のかわりに p(a)φ′(a) で考える．ψ(b) のかわりに p(b)ψ′(b) を考える）．

4. 次の境界値問題のGreen関数を求めよ．

y′′ + y = f(x), y(0) = y
(π
2

)
= 0

5. Strum-Liouville型固有値問題

(p(x)y′)′ + {q(x) + λr(x)}y = 0

を次の境界条件で考える：

cosα · φ(a)− sinα · p(a)φ′(a) = 0

cos β · φ(b)− sin β · p(b)φ′(b) = 0

(1) 固有値・固有関数とは何か述べよ．
(2) 固有値の存在定理をもう一度書きなさい．
(3) 固有関数の直交性とは何か．該当する定理を述べよ．

6. 次の Strum-Liouville型固有値問題の固有値と固有関数をすべて求めよ.{
y′′ + λy = 0
y′(0) = y′(L) = 0
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